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全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会(

田
中
浩
一
会
長)

は
、

昨
年
四
月
十
八
日
開
催
の
同
理

事
会
に
て
、
平
成
二
十
八
年
度

事
業
の
一
つ
と
し
て
、「
技
術
優

良
工
場
」
認
定
制
度
の
創
設
を

承
認
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
「
第

一
回
技
術
優
良
工
場
」
二
十
三

社
を
認
定
し
ま
し
た 

 

同
制
度
は
組
合
員
が
認
定
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
社
工

場
の
技
術
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
客 

                     

先
等
の
信
頼
を
受
け
ら
れ
根
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

よ
う
に
し
、
か
つ
認
定
の
資
格

を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
技
術

の
工
場
が
図
れ
れ
ば
と
の
考
え

か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

な
お
、
当
組
合
か
ら
は
今
回

㈱
サ
ン
メ
ッ
ク
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。 

１.

目
的 

 

①
優
秀
な
技
術
者
を
輩
出
す

る
と
も
に
そ
の
技
術
を
用
い
て

製
作
さ
れ
た
製
品
の
普
及
を
推

進
す
る
た
め
に
、「
技
術
優
良
工

場
」
の
指
定
を
し
て
業
界
の
活

性
化
を
図
る
。 

②

技

術

優

良

工

場

の

指

定

に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と

の
「
差
別
化
」
を
図
り
そ
の
「
ス

テ
ー
タ
ス
」
を
確
立
す
る
。 

 
③
技
術
優
良
工
場
の
指
定
に

よ
っ
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

を
図
る
。 

２.

選
定
方
法 

 
 

第
二
十
六
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
一
定

の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
作
品
製

作
会
社
を
全
国
の
技
術
委
員
が

認
め
て
選
出
し
た
結
果
、
次
の

二
十
三
社
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

  

■
技
術
優
良
工
場
は
次
の
通

り
。 

 

▼
㈱
シ
モ
ク
ニ 

(

北
海
道) 

▼

北

海

シ

ー

リ

ン

グ

㈱ 

(

北
海
道) 

▼
精
英
堂
印
刷
㈱ 

(

東
北) 

▼

進

和

ラ

ベ

ル

印

刷

㈱ 

(

東
北) 

▼

三

協

タ

ッ

ク

ラ

ベ

ル

㈱ 

(

東
北) 

▼
㈱
タ
カ
ラ 

(

東
京
正
札) 

▼

三

協

シ

ー

ル

印

刷

三

鷹

工
場 

(

東
京
正
札) 

▼
㈱
タ
カ
ヨ
シ 

(

東
京
正

札) 

▼
シ
ー
ベ
ル
産
業
㈱ 

(

東

京
正
札) 

▼

山

梨

㈱

シ

ー

ル

印

刷 

(

東
京
正
札)

 

▼

サ

ト

ー

イ

ン

プ

レ

ス

㈱ 

(

東
京
正
札)

 

▼
㈱
サ
ン
メ
ッ
ク 

(

東
京

ラ
ベ
ル) 

▼
㈱
三
共
シ
ー
ル 

(

東
海

北
陸) 

▼

㈱

京

都

シ

ー

ル

レ

ー

ベ

ル(

京
都)

 

▼
ミ
ラ
ク
ル
工
業
㈱ 

(

大

阪)
 

▼
㈱
丸
紀
印
刷 

(

大
阪)

 
▼

谷

口

シ

ー

ル

印

刷

㈱ 

(

大
阪)

 

▼
㈱
丸
信 

(

九
州)

 

▼
㈱
創
美 

(

九
州)

 

▼
㈱
宝
珠
印
刷 

(

九
州)

 

▼
元
屋
印
刷
㈱ 

(

九
州) 

▼

九

州

ク

ラ

フ

ト

印

刷

㈱ 

(

九
州) 

▼

サ

ト

ー

プ

リ

ン

テ

ィ

ン

グ
㈱(

協
力
工
場(

有)

み
ち

の
く
印
刷) (

九
州) 

 

こ
れ
ら
の
「
技
術
優
良
工
場
」

は
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か

ら
平
成
三
〇
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
特
典
等
が
付
与
さ
れ
、

更
に
活
用
し
て
頂
き
ま
す
。 

 

①
認
定
工
場
専
用
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
付
与 

 

②
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク
の

付
与 

 

③
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク
の

使
用
許
可 

 

④
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介 

・
認
定
工
場
一
覧 

・
認
定
工
場
専
用
サ
イ
ト
を
作

成 

 

⑤
業
界
紙
に
「
優
秀
技
術
認

定
工
場
」
指
定
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
リ
リ
ー
ス
し
て
Ｐ
Ｒ
す

る 

 

⑥
全
国
会
員
名
簿
に
記
載
し

て
表
示
す
る 
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
浩
一
会
長)

主
催
の
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ

ナ
ー
」
が
二
月
九
日(

木)

午
後

一
時
よ
り
、
飯
田
橋
の
「
左
官

工
業
組
合
ビ
ル
会
議
室
」
で
開

催
さ
れ
、
組
合
員
な
ど
約
七
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
と
こ
ろ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

印
刷
機
の
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
が
、
ま
だ
シ
ー
ル
印
刷
業 

 

 

      

界
に
は
普
及
し
て
い
る
と
は
言

い
難
く
、
何
が
普
及
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
メ
ー
カ
ー

か
ら
直
接
聞
き
た
い
と
参
加
す

る
人
も
多
か
っ
た
。 

 
初
め
に
山
下
庫
太
技
術
委
員

長
が
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
、

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
は
ま
だ

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
す
が
、
今
日
こ
こ
で

実
際
に
説
明
を
聞
い
て
今
後
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
三
條
機
械
が
「S

G
P

-

3
0

0

」
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ジ
ャ
パ
ン
が
「T

r
u

e
p

r
e

s
s
 

J
e

tL
2

5
0

A
Q

」

T
r
u

e
p

r
e

s
s
J

E
T

3
5

0
U

V

」
、
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
が
「b

iz
 

h
u

b
 

P
R

E
S

S
 
C

7
1

c
f

」
、
ザ
イ
コ
ン

ジ
ャ
パ
ン
が
「X

A
I
K

O
N

3
0

2
0

」 
 

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。 

 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
、
デ

ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
は
世
界
的

に
は
か
な
り
の
普
及
率
を
見
せ

て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ

ま
だ
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
各
社
の
説
明
で
も
海
外

と
比
較
し
て
、
日
本
市
場
に
は

ま
っ
た
く
こ
れ
か
ら
と
い
う
の

が
一
致
し
た
意
見
で
し
た
。 

 

機
械
本
体
が
高
い
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
料
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
高
さ
も
障
害
に
な
り
、
日

本
固
有
の
市
場
に
は
受
け
入
れ

に
く
い
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
ク

リ
ア
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
。 

 
 

た
だ
、
熟
練
の
オ
ペ
レ
―
タ

―
が
要
ら
な
い
、
版
が
不
要
、

色
合
わ
せ
が
し
易
い
な
ど
の
特

徴
が
あ
り
、
す
で
に
導
入
し
た

業
者
の
声
を
紹
介
し
た
ケ
ー
ス

で
も
「
ネ
ッ
ト
受
注
の
中
で
取

り
こ
ぼ
し
て
い
た
極
小
ロ
ッ
ト

に
対
応
で
き
る
」「
朝
注
文
を
受

け
て
夕
方
に
は
納
品
で
き
そ
う
」

「
オ
フ
セ
ッ
ト
並
み
の
印
刷
品

質
で
刷
れ
る
」「
作
業
工
程
が
分

か
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
」 

「
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
用
小
ロ
ッ

ト
対
応
、
可
変
情
報
シ
ー
ル
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」
な
ど
の

意
見
が
多
か
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

機
は
、
平
圧
や
間
欠
輪
転
機
の

メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
馴
染
の

な
い
海
外
の
メ
ー
カ
ー
が
多
く
、 

日
本
の
市
場
を
理
解
し
て
い
な

い
た
め
、
導
入
し
て
も
使
用
す

る
紙
に
制
約
が
あ
り
、
ど
ん
な

紙
で
も
使
用
出
来
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
の
で
。
結
局
は
活
用

で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。 

 

今
回
参
加
し
た
四
社
は
、
い

ず
れ
も
こ
う
し
た
過
去
の
反
省

点
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
デ
ジ

タ
ル
印
刷
機
を
シ
ー
ル
印
刷
業

界
に
売
り
込
ん
で
い
こ
う
と
い

う
意
欲
は
感
じ
ら
れ
た
が
、
現

実
の
問
題
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
い
こ
と
も
認
め
て
い
る
。 

 

当
日
は
四
社
が
同
じ
版
を
使

っ
た
印
刷
サ
ン
プ
ル
も
配
布
し

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
は
こ
の
業

界
も
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
が
来
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う

が
、
従
来
の
仕
事
を
デ
ジ
タ
ル

印
刷
機
に
置
き
換
え
て
も
意
味

は
な
く
、
ま
っ
た
く
新
た
な
市

場
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
、
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
い
う
の

が
。
当
日
の
結
論
だ
っ
た
よ
う

で
す
。 

 

説
明
会
は
午
後
五
時
に
終
了

し
ま
し
た
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
よ
り
よ
く

理
解
し
よ
う
と
い
う
主
催
者
側

の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
よ
う
で

す
。 

                                 

盛り上がったオンデマンド印刷機の説明会  



彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ 

 
サ
ン
技
研
が
初
め
て
出
展 

 

二
月
一
日
、
二
日
に
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
「
彩

の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
二
〇

一
七
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
こ
に

日
高
市
商
工
会 

工
業
部
会
を

通
じ
て
、
当
組
合
員
の
㈲
サ
ン

技
研
が
初
出
展
し
ま
し
た
。 

 

彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

二
〇
一
七
は
、「
未
来
を
創
る
技

術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
彩
典
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
中
小
企
業

の
受
注
確
保
・
販
路
開
拓
、
技

術
力
向
上
等
を
目
的
と
し
、
広

域
的
な
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
創
出
の
場
を
提
供
す

る
展
示
商
談
会
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

出
展
企
業
は
様
々
な
業
種
、

大
学
、
航
空
宇
宙
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
六
〇
〇
社
を
超
え
、
入
場

者
は
二
日
間
で
一
万
七
千
人
を

超
え
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。 

 

今
回
初
め
て
出
展
し
た
サ
ン

技
研
の
本
堂
社
長
は
「
い
つ
も

は
見
る
側
だ
っ
た
の
が
展
示
す

る
側
へ
と
挑
戦
し
て
み
た
の
で

す
が
、
準
備
を
し
て
臨
ん
だ
つ 

も
り
が
、
ま
だ
ま
だ
準
備
が
足

り
な
か
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。

た
だ
単
に
製
品
の
ラ
ベ
ル
を
置

い
て
お
い
て
も
、
欲
し
が
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
っ
と
実
用
的
な
ラ
ベ
ル
や
、

そ
の
場
で
プ
リ
ン
タ
ー
等
で
作

成
で
き
る
も
の
を
用
意
す
れ
ば
、

も
っ
と
人
を
集
客
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
話
が
で
き
れ
ば
も
う
少
し

い
い
方
向
に
進
む
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
思
っ
た
ほ
ど
の
成
果

は
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
年
は
今
年
の
反
省
を
活
か
せ

ば
も
っ
と
上
手
く
出
展
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
成
果
は
す
ぐ
に

は
で
な
い
の
で
少
し
ず
つ
良
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 
 

           

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
で
は
「
第
二
十
六

回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

応
募
全
作
品
集
」（
Ａ
四
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
に
応
募
全
作
品
の
実

物
を
貼
付
・
印
刷
デ
ー
タ
シ
ー

ト
付
）
が
完
成
し
、
頒
布
を
開

始
致
し
ま
し
た
（
６
０
冊
限
定

頒
布
。
） 

本
作
品
集
は
、
今
年
の
第
二

十
六
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
に
応
募
さ
れ
た
全
作
品
を

網
羅
し
て
、
作
品
製
作
に
際
し

て
の
使
用
の
印
刷
機
械
メ
ー
カ

ー
・
使
用
イ
ン
キ
・
使
用
原
紙

材
料
銘
柄
な
ど
の
他
、
作
品
の

用
途
・
機
能
・
製
作
秘
話
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
前
回
の
第
二
十
五
回

シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
第
二
十

七
回
世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

の
二
十
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し

て
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
よ
り
選
ん
で
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
作
品
の
中
か
ら
、

二
〇
一
六
年
二
月
十
二
日
発
表

の
第
二
十
七
回
世
界
ラ
ベ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
「
最
優
秀
賞
」
作
品

六
作
品
、「
審
査
員
特
別
賞
」
二

作
品
（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
分
）
、
二
〇
一

六
年
九
月
発
表
の
「
ベ
ス
ト
オ

ブ
ザ
ベ
ス
ト
」
二
作
品
の
世
界

ナ
ン
バ
ー
１
（
世
界
コ
ン
テ
ス

ト
の
最
優
秀
賞
の
中
か
ら
印
刷

方
式
別
の
５
部
門
か
ら
更
に
絞

っ
て
選
出
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
分
）

も
合
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
他
コ
ン
テ
ス
ト
の
総
評
・

所
感
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
山

下
技
術
委
員
長
談
） 

価

格

は

一

部

二

万

四

千

円

（
税
・
送
料
込
み
）
購
入
ご
希

望
の
方
は
、
別
紙
申
込
書
に
て

お
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
作
品
集
も
在
庫
が
あ
る
分
は

別
途
特
別
価
格
に
て
頒
布
致
し

ま
す
。 

こ
ち
ら
を
ご
購
入
ご
希
望
の
方

は
、
在
庫
確
認
の
た
め
全
日
本

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会

事
務
局
（T

E
L

0
3

-5
8

1
2

-5
7

1
7

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

                                 

第 26 回ラベルコンテスト 

作品集が好評発売中！ 

 

希望者は早めに申込みを 



    

最
近
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（I

n
te

r
n

e
t o

f 

T
h

in
g

s

）
と
い
う
言
葉
が
大
き

な
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
Ｉ
Ｄ
Ｃ 
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
市
場
だ
け
で
、
六
兆
二
二

三
二
億
円
（
二
〇
一
五
年
）
に

も
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年

に
は
十
三
兆
七
五
九
五
億
円
ま

で
拡
大
す
る
と
の
見
通
し
も
あ

り
ま
す
。 

「
ア
ナ
ロ
グ
な
企
業

だ
か
ら
」「
Ｉ
Ｔ
す
ら
上
手
く
活

用
で
き
て
い
な
い
」
と
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て
い
る

企
業
や
業
界
も
含
め
、 

今
後
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
劇
的
に
変
化
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

■
Ｉ
ｏ
Ｔ 

を
簡
単
に
言
う

と 「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
と
は
、In

te
r
n

e
t o

f 

T
h

in
g

の
略
で
、
モ
ノ
に
セ
ン

サ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
直
接
ネ

ッ
ト
に
繋
が
り
、
直
接
通
信
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
の
こ
と
で

す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
モ
ノ
」
、

「
セ
ン
サ
ー
」
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
で
す
。 

  

分
か
り
易
く
言
う
と
、
「
モ 

ノ
」
に
「
セ
ン
サ
ー
」
が
組
み 

    

込
ま
れ
て
、
自
動
で
「
ネ
ッ
ト
」

に
繋
が
り
ア
ク
シ
ョ
ン
を
「
モ

ノ
」
が
起
こ
す
仕
組
み
で
す
。

一
例
を
あ
げ
ま
す
。 

「
メ
ガ
ネ
」
に
「
セ
ン
サ
ー
」

が
組
み
込
ま
れ
・
・
・
眼
球
の 

動
き
な
ど
か
ら
眠
気
や
疲
れ
を

感
知
し
て
お
知
ら
せ
を
し
て
く

れ
る
。 

「
冷
蔵
庫
」
に
「
セ
ン
サ
ー
」

が
組
み
込
ま
れ
・
・
・
足
り
な

い
食
材
を
お
知
ら
せ
し
て
く
れ

る
。 こ

れ
は
、
あ
く
ま
で
分
か
り

易
く
説
明
す
る
為
の
一
例
で
、

正
直
魅
力
を
感
じ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ィ

は
ま
だ
画
期
的
な
も
の
が
な
く
、

逆
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

せ
れ
ば
、
革
命
を
起
こ
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
あ
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
製
品
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
非
常
に
身
近
な
モ

ノ
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
わ
か
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。 

    

そ
れ
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

で
す
。 

「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
携
帯
電
話
を
ネ
ッ
ト
に
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
携
帯
電
話
の
さ
ら

な
る
可
能
性
を
創
り
だ
し
た
の

で
す
。「
ス
マ
ー
ト
○
○
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｉ

ｏ
Ｔ
で
す
。
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
具
体
的
な
事
例

や
登
場
し
そ
う
な
も
の
は 

Ｉ

ｏ

Ｔ

で

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト
と
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
つ
な
が 

り
、
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
こ
る
こ
と
は
、
確
実
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
し
、
メ
リ
ッ
ト

は
何
と
な
く
分
か
る
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
の
か

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
わ
か
り
す
く
イ
ン
フ

ラ
の
世
界
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
、
例
え
ば
、

ビ
ル
、
工
場
、
道
路
、
橋
、
下

水
道
と
い
っ
た
設
備
に
適
切
な

セ
ン
サ
ー
や
制
御
用
デ
バ
イ
ス

を
設
置
す
る
こ
と
で
設
備
更
新

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
修
理
状
況
な 

ど
の
把
握
能
力
が
格
段
に
あ
が 

    

り
、
管
理
が
し
易
く
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
運
輸
業
界
に
お
い
て

も
あ
ら
ゆ
る
運
搬
物
に
セ
ン
サ

ー
が
付
与
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
管
理
す
る
こ
と
で
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
の
品
質
と
効
率
を

向
上
し
、
運
用
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
工
場
で
の
生
産
に
お

い
て
も
あ
ら
ゆ
る
パ
ー
ツ
に
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
セ
ン
サ
ー
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出

荷
後
の
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
、
歩
留
ま
り

率
改
善
、
さ
ら
に
は
次
期
商
品

開
発
へ
の
貴
重
な
デ
ー
タ
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

家

庭

で

も

あ

ら

ゆ

る

家

電

品
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な

が
る
こ
と
に
よ
り
利
便
性
も
高

ま
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｐ

ア
ド
レ
ス
は
膨
大
に
な
り
、
そ

の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
制
御
す
る
た
め
の

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

《
参
考
資
料
》 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

 

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」 

と
は
何
で
し
ょ
う
か 

http://www.cclogou.com/


■
様
々
な
医
療
機
関 

ひ

と

口

に

医

療

機

関

と

惟

っ
て
も
、
呼
び
名
、
規
模
、
役

割
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
医

療
機
関
は
、
ま
ず
「
病
院
」
と

地
域
で
「
医
院
」「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
う
た
っ
て
い
る
も
の
が
診
療

所
で
す
。 

               

病

院

も

個

人

名

を

関

し

た

小
規
模
の
民
間
病
院
（
私
的
病

院
と
も
い
う
）
も
あ
れ
ば
、
公

的
病
院
も
あ
り
ま
す
。
公
的
病

院
の
代
表
格
だ
っ
た
国
立
病
院

も
機
構
改
革
が
進
み
、
正
確
に

は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
が
運
営
し
て
い
ま
す
。 

国

立

高

度

専

門

医

療

セ

ン

タ
ー
は
通
称
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
、
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
、
国
立
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
「
国
立
」

だ
っ
た
の
で
す
が
、
二
〇
一
〇

年
四
月
か
ら
、
各
セ
ン
タ
ー
は

独
立
行
政
法
人
化
し
ま
し
た
。 

独
立
行
政
法
人
化
後
は
、
各

セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
「
研
究
」

の
字
句
が
挿
入
さ
れ
、
国
立
精

神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
に
は
「
医

療
」
の
字
句
も
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
各
セ
ン
タ
ー
の
総

称
に
も
「
国
立
高
度
専
門
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
、
「
研
究
」

の
字
句
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。 

■
病
院
と
診
療
所 

先

ほ

ど

も

少

し

触

れ

ま

し

た
が
、
医
療
機
関
は
「
病
院
」

と
「
診
療
所
」
の
２
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。「
病
院
」
を
名
乗
る

に
は
、
入
院
用
の
ベ
ッ
ド
を
二

〇
床
以
上
も
ち
、
医
師
が
常
時

い
て
、
一
日
二
十
四
時
間
患
者

に
対
応
で
き
る
体
制
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
条
件
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
入
院
用
の
ベ
ッ

ド
数
が
ゼ
ロ
（
無
床
）
か
、
あ

っ
て
も
十
九
床
以
下
の
と
こ
ろ

が
「
診
療
所
」
で
す
。
医
院
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
看
板
を
掲

げ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
開
業
医
は
、

す
べ
て
診
療
所
に
含
ま
れ
ま
す
。

診
療
所
は
医
師
で
あ
る
院
長
１

人
と
、
受
付
事
務
な
ど
を
兼
ね

た
看
護
師
が
２
〜
３
人
い
る
と

い
う
の
が
、
ご
く
一
般
的
な
ス

タ
イ
ル
で
す
。 

診
療
所
の
う
ち
、
入
院
用
の
ベ

ッ
ド
を
も
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
有
床
診
療
所
は
全
体
の
４
分

の
１
程
度
で
、
あ
と
は
外
来
患

者
を
中
心
に
す
え
、
時
に
は
訪

問
診
療
も
行
う
と
い
う
、
ベ
ッ

ド
を
も
た
な
い
無
床
診
療
所
で

す
。
外
来
患
者
は
あ
ま
り
受
け

い
れ
な
い
で
訪
問
診
療
中
心
の

診
療
所
も
、
徐
々
に
で
す
が
増

え
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
を
反

映
し
て
、
寝
た
き
り
患
者
な
ど

を
中
心
に
在
宅
医
療
を
支
援
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

診
療
所
は
、
そ
の
設
備
や
ス

タ
ッ
フ
な
ど
法
に
定
め
ら
れ
た

設
置
要
件
ゆ
え
に
、
診
療
科
目

に
つ
い
て
は
内
科
だ
け
、
小
児

科
だ
け
、
あ
る
い
は
皮
膚
科
だ

け
と
い
う
よ
う
に
、
単
科
を
標

榜
す
る
所
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

も

ち

ろ

ん

複

数

科

目

を

標

榜
す
る
診
療
所
も
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、

「
内
科
・
小
児
科
」「
外
科
・
整

形
外
科
」
と
い
う
よ
う
に
、
お

互
い
に
関
連
す
る
診
療
科
に
限

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
日
本
の
場
合
、

医
師
免
許
さ
え
あ
れ
ば
自
由
に

診
療
科
目
を
標
榜
で
き
る
の
で
、

時
に
１
人
の
医
師
が
内
科
、
小

児
科
、
外
科
、
皮
膚
科
、
放
射

線
科
…
…
と
多
く
の
診
療
科
の

看
板
を
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
診
療
科

を
き
わ
め
る
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
。「
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

診
療
所
で
扱
わ
れ
る
の
は
、

通
院
治
療
だ
け
で
十
分
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
程
度
の
、
比
較

的
軽
症
の
病
気
が
中
心
と
な
り

ま
す
。 

別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
診
療

所
は
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
担

い
ま
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

と
は
、
医
療
行
為
の
な
か
で
初

期
の
段
階
を
受
け
持
つ
医
療
と

い
え
ま
す
。
病
気
の
ふ
る
い
分

け
も
大
切
な
仕
事
で
、
難
し
い

病
気
や
長
期
入
院
を
要
す
る
重

症

患

者

に

つ

い

て

は

、

患

者

個
々
の
病
状
に
見
合
っ
た
医
療

機
関
を
選
ん
で
紹
介
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
が
大
事

に
な
っ
て
き
ま
す
。 

《
引
用
資
料
》 
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No136 健康がいちばん !   

病気の時の病院選びは? 

かかりつけ医持つこと大事 

 

http://medical.itp.ne.jp/byouki/930201001/
http://medical.itp.ne.jp/byouki/930201001/


     

丸
伸
製
作
所(

京
都
市
山
科

区
西
野
山
射
庭
ノ
上
町
三
〇
七 

☎
〇
七
五
―
五
八
三
―
五
一
一

五 

森
幸
夫
社
長 

)
で
は
、
こ

の
ほ
ど
吐
き
出
し
用
ス
ポ
ン
ジ

「
レ
バ
ル
ス
リ
ッ
チ
」
を
発
売

し
た
が
、
各
方
面
で
好
評
を
博

し
て
い
る
。 

                     

     

こ
の
「
レ
バ
ル
ス
リ
ッ
チ
」
は
、

刃
型
の
跳
ね
出
し
に
使
用
さ
れ

る
吐
き
出
し
用
ス
ポ
ン
ジ
で
、

高
反
発
で
あ
り
な
が
ら
低
硬
度

が
特
徴
。 

 

そ
も
そ
も
吐
き
出
し
用
ス
ポ

ン
ジ
と
は
、
ラ
ベ
ル
を
抜
き
加

工
し
た
際
に
、
刃
型
か
ら
ラ
ベ 

           

          

    

ル
を
押
し
返
し
、
ラ
ベ
ル
が
刃

に
貼
り
つ
く
の
を
抑
止
す
る
も

の
。 

 

こ
れ
ま
で
の
従
来
品
は
硬
度

が
高
く
、
機
能
さ
せ
る
に
は
抜

き
圧
を
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、

長
期
保
存
す
る
と
固
く
な
る
と

い
う
難
点
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
レ
バ
ル
ス
リ
ッ
チ
は
、

硬
度
を
低
減
し
な
が
ら
落
下
し

た
ボ
ー
ル
が
跳
ね
上
が
る
ほ
ど

の
高
い
反
発
性
を
持
ち
、
従
来

品
よ
り
も
低
い
抜
き
圧
で
効
力

を
発
揮
す
る
の
で
，
糊
の
浸
み

出
し
を
抑
制
す
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
。 

 
さ
ら
に
長
期
間
保
存
し
て
も

硬
く
な
り
に
く
く
、
経
年
変
化

に
強
い
高
耐
久
性
で
、
在
庫
の

廃
棄
ロ
ス
を
大
幅
に
低
減
で
き

る
と
し
て
い
る
。 

 

特
徴
と
し
て
は
、
従
来
品
よ

り
も
①
高
反
発
で
②
長
期
間
保

管
し
て
も
、
固
く
な
ら
な
い
③

低
コ
ス
ト
④
柔
ら
か
い
設
計
の

た
め
糊
の
浸
み
出
し
を
軽
減
す

る
抜
き
圧
軽
減-

な
ど
。 

 

シ
ー
ル
印
刷
業
者
の
中
に
は

抜
き
型
に
つ
い
て
あ
ま
り
意
識 

    

し
て
い
な
い
業
者
も
多
く
、
ス

ポ
ン
ジ
も
面
貼
り
，
点
貼
り
、

線
貼
り
と
三
通
り
の
貼
り
方
が

あ
り
、
本
来
は
使
い
分
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
辺
を

理
解
し
て
い
る
業
者
は
意
外
と

少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

森
幸
夫
社
長
は
こ
の
点
に
つ

い
て
「
印
刷
の
事
に
関
し
て
は

こ
だ
わ
る
人
が
多
い
の
に
、
抜

き
方
や
、
ス
ポ
ン
ジ
に
関
し
て

知
識
の
あ
る
方
は
少
な
い
の
は

残
念
。
こ
の
ス
ポ
ン
ジ
と
フ
ロ

ー
テ
ー
プ
、
ミ
ラ
ー
刃
を
使
用

す
れ
ば
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
抜
き

が
で
き
る
の
で
、
是
非
一
度
相

談
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。 

 

仕
様
は
次
の
通
り
。 

▼
厚
み=

 

三
・
〇
〇
㎜
▼
サ

イ
ズ=

 

九
五
〇×

一
二
〇
〇

㎜
▼
硬
度=

 

二
〇(

Ｃ)

▼
色=

 

ス
カ

イ
ブ

ル

ー
▼

用

途=
 

シ

ー
ル
印
刷
用
抜
き
型
に
最
適 

 

厚
み
は
三
・
〇
〇
㎜
の
他
に

も
二
・
〇
〇
㎜
が
あ
り
、
そ
れ

以
外
に
も
特
注
で
製
造
で
き
る

の
で
要
相
談
。 

 

                       

第
一
五
六
回

「
丸 

伸 

製 

作 

所
」 

 
 

「レバルスリッチ」を発売好評価  

高反発でありながら低硬度 

吐き出し用スポンジ 糊の浸み出し軽減 

 


